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野党連合政権の実現を

は呼びかけます

新しい日本へ
○ケアに手厚い社会
○人間らしく働ける労働のルールある社会
○一人ひとりの学びを保障する社会
○危機にゆとりもって対応できる強い経済
○科学を尊重し国民信頼される政治が
　行われる社会
○文化・芸術を大切にする社会
○ジェンダー平等を実現する社会

７つの提案

　安倍首相が辞めて菅首相になっても、『安倍政治』とのたたかいは決着がつ
いていません。決着は総選挙でつけようではありませんか。市民と野党の共闘
を勝利させ、日本共産党を大躍進させていただき、名実ともに『安倍政治』
を終わらせ、新自由主義を終わりにして新しい日本をごいっしょにつくりましょう。
　日本共産党へ大きなご支援をお願いします。

決着は
総選挙で！
（志位和夫委員長がコメント）

自民党・菅新総裁は、「安倍政権の継承」を最大の看板にしていますが、内政、
外交、政治モラル、そして新型コロナ対応、どの点をとっても、「安倍政治」の
行き詰まりは明白です。「この道しかない」と突き進む菅・自民党に未来はありません。
総裁選を通じてこの国をどうするのかについて、菅氏なりのビジョンを何一つ示すことができませ

んでした。いまの日本の政治に求められているのは、「安倍政治」の継承でなく、「安倍政治」が残した
「負の遺産」の一掃であり、この政治を根本から転換することです。

「安倍政治」の「負の遺産」を一掃
政治の大本から転換を 菅新首相も

共同責任！
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憲
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２
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岡
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問
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問
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き
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経歴
もとむら伸子衆院議員
47歳
経歴2014年衆院選比
例東海ブロックで当選、
現在２期目。総務委員、
憲法審査委員、党幹部会
委員

経歴
しまづ幸広前衆院議員
63歳
経歴2014年衆院選比
例東海ブロックで当選、
１期、在職時は環境委
員、内閣委員など。現在、
党中央委員

平和憲法を
まもるため
全力

原発、リニア、
最賃、カジノ
など多面的
論戦
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政党名を書きます
（個人名は無効です）
小選挙区は候補者名で

衆院選挙
制度解説
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